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新ダイビル　日建設計

　堂島川北岸に位置する旧・新ダイビルの建替え計画。屋上緑
化の先駆けである旧ビル屋上樹苑を継承し、ビル足元に厚みあ
る1000坪の緑地「堂島の杜」を計画。旧樹苑からの移植も行
い、樹種に彩りを加え、都心に大きな自然の潤いをもたらした。
その豊かな緑の景と中之島を望む恵まれた眺望を最大限に取り
込みながら、落ち着いた中之島の景観と呼応する、石貼りの大
庇が力強く積層する構成を内外に表現した。庇は太陽高度に応
じ南北1.8ｍ、東西3.2ｍの出を持ち、日差しを合理的にカット
し空調負荷削減にも大きく寄与する。この庇とアウトフレーム
構造・フルハイトガラスの組み合わせにより、オフィスからは堂
島川を望むビユーが日射に邪魔されずパノラマで広がる。また
エレベーターのガラスシャフト化により、コアからの眺望も享受
できる360°開放型オフィスとしている。エントランスホールは
床・壁・天井仕上げが内外に相互貫入し、緑に包まれた杜の中
にいるような空気感で人々を迎え入れる。環境・BCP面での最
新スペックを備えながら、光・風・緑に満ちた場の展開と内外の
繋がりを強く意識し、知的活動の場として高い快適性を持つオ
フィスの実現を目指した。

撮影：東出清彦写真事務所 ㈲イーストン
第37回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
勝山 太郎（かつやま たろう）
1965年京都府生まれ。
1990年早稲田大学大学院理工学研究
科卒業、1990年日建設計入社。
現在、同社設計部門理事・グループマ
ネージャー・設計部長。

■建物データ
設　　計：日建設計
施　　工：大林組
所 在 地：大阪市北区堂島浜1-2-1
用　　途：事務所・店舗・駐車場
竣　　工：2015年3月
構造規模：S・SRC・RC造
敷地面積：8,426.76㎡
建築面積：3,084.38㎡
延床面積：77,388.49㎡
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現
在
も
大
阪
市
の
西
船
場
北
エ
リ
ア
に
は
大
小

様
々
な
レ
ト
ロ
ビ
ル
が
点
在
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
も
ひ
と
き
わ
目
立
つ
四
ツ
橋
筋
の
西
側
沿
い
に

あ
る
﹁
京
町
ビ
ル
﹂
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

建
物
は
大
正
一
五
年
︵
一
九
二
六
年
︶
に
建
て

ら
れ
た
。
設
計
は
、
そ
の
後
帝
塚
山
学
院
な
ど
の

設
計
担
う
こ
と
に
な
る
岡
部
顕
則
氏
が
依
頼
を
受

け
、
建
築
は
安
藤
組
が
請
負
っ
た
。

　

用
途
は
、
当
初
か
ら
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
と
し
て
計

画
さ
れ
た
。
構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、

地
下
一
階
・
地
上
五
階
建
て
で
、台
形
敷
地
に
沿
っ

た
形
状
で
計
画
さ
れ
た
。フ
ァ
ザ
ー
ド
の
特
徴
は
、

四
ツ
橋
筋
に
対
し
て
古
典
的
な
シ
ン
メ
ト
リ
ー
と

な
っ
て
お
り
、
三
連
ア
ー
チ
窓
に
よ
る
単
純
な
構

成
と
さ
れ
た
。
一
階
部
分
の
壁
面
は
御
影
石
張
り

で
、
そ
れ
よ
り
上
部
は
茶
褐
色
の
タ
イ
ル
張
り
と

な
っ
て
お
り
、
部
分
的
に
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
レ
リ
ー

フ
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　

竣
工
当
初
は
四
階
に
﹁
清
和
倶
楽
部
﹂
と
い
う

社
交
場
が
あ
っ
た
だ
け
に
、
今
持
っ
て
そ
の
上
質

な
雰
囲
気
は
感
じ
と
れ
る
。
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大
阪
府
建
築
士
会
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
を

設
け
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
、社
会
貢

献
委
員
会
が
あ
り
、業
務
支
援・地
域
支
援
、二
つ
の

分
野
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一つ
、業
務
支
援
に
つ
い
て
で
す
が
、建
築
に
関
す

る
相
談・耐
震
関
連・建
物
調
査︵
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
︶・マ

ン
シ
ョ
ン
維
持
管
理・鑑
定
業
務・住
宅
を
設
計
す
る
仲

間
た
ち
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、そ
こ

に
属
す
る
建
築
士
の
資
質
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。も
ち

ろ
ん
意
欲
を
以
っ
て
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
建
築
士
の

皆
さ
ん
は
、積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
が
、公
益
社

団
法
人
と
し
て
、一
般
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
信
頼
の
い

た
だ
け
る
立
場
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。さ
ら
に
は
、

個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

委
員
会
と
し
て
は
、さ
ら
な
る
資
質
の
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。そ
し
て
、建
築
士
の
活
動
を
さ

れ
る
建
築
士
の
皆
様
の
努
力
に
答
え
る
た
め
に
、業
務
に

つ
な
が
る
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
、そ
し
て
よ

り
レ
ベ
ル
の
高
い
建
築
士
集
団
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。ト
ラ
ブ
ル・ク
レ
ー
ム
の
無
い
建
築
士

集
団
と
な
る
こ
と
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
す
。信
頼
と
安
心
を
提
供
で
き
る
こ
と
が
必

要
で
す
。さ
ら
に
は
、組
織
と
し
て
様
々
な
依
頼
に
対
し

迅
速
か
つ
正
確
な
対
応
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

も
大
切
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。以
上
の
事
を
、委
員
会

と
し
て
迅
速
に
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

女
性
分
科
会
三
〇
周
年
リ
レ
ー
エッ
セ
イ

　

建
築
士
会
と
の
出
会
い

委
員　

野
上
珠
理

　

私
は
二
〇
一
三
年
九
月
よ
り
大
阪
府
建
築
士
会
の

会
員
と
な
り
、女
性
分
科
会
の
仲
間
に
入
れ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。入
会
の
き
っ
か
け
は
転
職
先
の
先
輩
に

誘
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、一一
月
に
高
知
県

梼
原
へ
県
産
材
の
見
学
が
あ
る
と
の
事
で
そ
れ
に
釣

ら
れ
て
入
っ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、大
規
模
木
造
建
築
の
可
能
性

と
い
う
こ
と
が
謳
わ
れ
、県
産
材
の
助
成
金
交
付
な
ど

国
産
木
材
の
流
通
を
促
進
す
る
動
き
も
あ
り
、木
材

関
係
の
情
報
収
集
を
し
て
い
る
最
中
、県
産
材
の
見
学

は
私
に
と
っ
て
、と
て
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。ま
た
女

性
委
員
会
で
活
動
さ
れ
て
き
た
先
輩
委
員
方
と
の
交

流
の
良
い
機
会
と
も
な
り
、ま
た
、以
前
よ
り
気
に
な
っ

て
い
た
隈
研
吾
さ
ん
の
雲
の
上
ホ
テ
ル
に
宿
泊
も
で
き

て
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
女
性
分
科
会
で
の
活
動
を
通
じ
て
、高

齢
者
住
宅
の
指
針
で
あ
っ
た
り
街
づ
く
り
や
防
災
な

ど
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
だ
か
ら
こ
そ
建
築
に
役
立

つ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
事
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
し
、何
よ
り
女
性
委
員
の
皆
さ
ん
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン

力
や
采
配
術
な
ど
ス
キ
ル
の
高
さ
は
勿
論
、タ
フ
に
生

き
て
い
く
た
め
の
人
間
力
に
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て

戴
い
て
い
ま
す
。

　

仕
事
と
し
て
建
築
に
関
わ
る
一
方
で
、建
築
は
生
き

て
い
る
か
ら
こ
そ
、そ
の
行
き
先
や
私
た
ち
の
社
会
に

根
ざ
し
た
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、建
築

士
会
の
活
動
が
あ
る
こ
と
で
自
分
自
身
の
バ
ラ
ン
ス
が

あ
る
、と
、い
ま
感
じ
て
い
ま
す
。今
年
の
全
国
女
性
建

築
士
連
絡
協
議
会︵
全
建
女
︶の
開
催
地
は
高
知
で
す

が
、私
と
建
築
士
会
と
の
始
ま
り
の
地
と
い
う
事
も
あ

り
、是
非
ま
た
高
知
を
訪
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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INFORMATION

改修に関する支援制度等の概要について、以
下のとおり説明会を開催します。
日時　3月8日（木）　10：00～12：00
会場　グランキューブ大阪
　　　（大阪府立国際会議場）
定員　1000名
講師　国土交通省担当官
参加費　無料　要事前申込
詳細・申込みは以下のHPをご覧ください。
http://www.mlit.go.jp/report/press/hou
se04_hh_000769.html
 

第5回大阪市ハウジングデザインシ
ンポジウム
第31回大阪市ハウジングデザイン賞表彰式
2/10

大阪市は、魅力ある良質な都市型集合住宅の
供給、既存ストックの有効活用や、良好な維持
管理を行う住宅の普及を促進するとともに、広
く市民の方々や住宅供給に携わる人々の住
宅に対する関心を高めていただくことを目的とし
て、大阪市ハウジングデザイン賞を実施していま
す。同賞の第31回受賞住宅が決定し、表彰式
を行います。
日時　2月10日（土）　13：30～17：00
会場　大阪市立住まい情報センター3階ホール
　　　大阪市北区天神橋6-4-20
表彰式　第31回大阪市ハウジングデザイン賞
　　　　受賞住宅の表彰
講演　未来の都市（日本）のあり方リノベー
　　　ションの関係
講師　内山博文
パネルディスカッション
　「住まい・まちの価値をつくる「住み継ぎ」
　の手法」
パネリスト
　内山博文・北村知里・小山隆輝・豊田雅子
定員　100名
参加費　無料
問合　住情報プラザ「第5回大阪市ハウジング
　　　デザインシンポジウム」係
　　　Tel.06-6242-1160
申込　https://www.sumai-machi-net.
　　　com/event/portal/event/33009

住宅メンテナンス診断士R講習会
2/19（大阪会場）

国土交通省の「新たな住生活基本計画」の施
策に基づいた「資産として価値のある住宅」に
欠かせない、また、空き家に欠かせない「住宅の
維持管理、メンテナンス」の講習会です。新築
計画段階から居住中の住宅所有者へのアドバ
イス等、「住宅の点検、維持管理、リフォーム、

また、伝統的建造物群保存地区である「今井
町」を散策し、国重要文化財の今西家住宅と、
恒岡醤油醸造本店も特別見学します。
日時　3月20日（火）　10：00～16：00
　　　（受付9：30）
場所　㈱三輪山本本社（奈良県桜井市箸中880）

→大神神社→今井町（奈良県橿原市今
井町）にて今西家・恒岡醤油醸造本店

講師　日野宏二（㈱竹中工務店設計部）
定員　30名（申込先着順）
申込締切　3月9日（金）
参加費　会員2,000円　会員外2,500円 
※別途、移動交通費640円・昼食代1,290円
　が必要

「三重バスツアー」〜桑名・六華苑
と東海道関宿をめぐる旅〜
4/7　CPD4単位（予定）

ジョサイア・コンドル設計の洋館・六華苑（重要
文化財）と、古代三関のひとつ「鈴鹿の関」が
置かれていた、関宿を見学します。六華苑（旧
諸戸清六邸）では、洋館と共に和館や庭園を見
学します。また関宿では、ボランティアガイドと一
緒にまち歩きをした後、亀山市嶋村明彦氏にご
講演いただきます。
日時　4月7日（土）　7：45～19：00　
集合　西梅田大和ハウス工業前集合
　　　時間厳守
定員　40名（申込先着順）
参加費　本会会員（ヘリテージマネージャー育

成講座修了者・受講者含む）7,500円
　　　　会員外8,500円
※バス代、保険代、入館料、昼食代を含む（事
　前振込）

平成29年度省エネ等良質な住宅・
建築物の取得・改修に関する支援
制度等説明会
３/８（大阪会場）

国土交通省では、平成30年度当初予算案・平
成30年度税制改正に盛り込まれた新規制度、
省エネに関する制度など、良質な住宅の取得・

平成29年度文化遺産総合活用推進事業
「大阪府登録文化財の保存と活用に
関する実態調査結果から学ぶこと」
2/24 

大阪府内の登録文化財所有者の皆様へアン
ケート調査を行い、調査結果を基に、文化財の
保存と活用、資金調達、再生事業について、議
論を深めたいと思います。
日時　2月24日（土）　13：00～16：00
場所　大阪府立中之島図書館3階
　　　大阪市北区中之島1-2-10
受講料　無料
定員　50名
内容　
　第1部　平成28年度の調査結果から学ぶ 
　　　　 こと（13：00～13：30）
　　報告者　寺西興一
　第2部　不動産の小口証券化による文化
　　　　 財等再生事業（13：30～14：30）
　　講師　桐生幸之介
　第3部　（一社）古民家再生協会大阪による
　　　　　古民家再生（14：40～15：40）
　　講師　長井正広
　第4部　質疑応答（15：40～16：00）

建築士の会 南河内
富田林市寺内町の住宅等見学会
〜横関正人+万貴子氏の作品を巡る〜
3/17　CPD2単位（予定）

横関正人+万貴子氏は、江戸時代以降の町家
やまち並みが残る府内唯一の重要伝統的建
造物保存地区「富田林市寺内町」において、
厳しい制約の下で町家の再生など歴史的町並
みと調和した豊かな住まいを実現するクリエイ
ティブな作品を数多く手掛けられ、これらはプロト
タイプとして当地区のまちづくりに影響を与え、
マスターアーキテクトのような存在になっていま
す。横関氏の案内で一連の作品を巡り、地域と
建築士のあり方について考察します。
日時　3月17日（土）　13：30～16：00
　　　雨天決行
集合　13：30きらめきファクトリー
　　　（近鉄「富田林駅前」観光交流施設）
講師　横関正人/NEOGEO（鴛鴦庵（えんおうあん））
見学先　竣工予定住宅、じないまち・木くま館、

レイドバック、ギャラリー蔵・天下一、
路地のある寺内町の家 ほか（予定）

定員　30名（申込先着順）
申込締切　3月9日（金）
参加費　会員1,000円  会員外1,500円
　　　　（当日徴収します。）
※懇親会参加の場合は別途会費が必要です。

女性分科会30周年記念事業 アーカイブ見学会
「三輪山本本社・今井町見学会」
3/20　CPD5単位

時を経て今なお美しさを保ち、伝統技術の革新
と発信・受信の時代に対応し続ける三輪山本
本社を設計者の竹中工務店日野様に解説い
ただき見学します。

中古住宅市場の活性化、空き家の利活用」等
の促進を反映したカリキュラムです。
主催　（一社）住宅長期支援センター
日時　2月19日（月）　9：25～16：50
会場　新大阪丸ビル別館4階4-1会議室
　　　大阪市東淀川区東中島1-18-22
定員　75名（先着順）
締切　2月13日（火）  但し、定員に達し次第締切
参加費　27,000円
　　　　講習コースのみ 19,000円
問合　（一社）住宅長期支援センター
　　　Tel.06-6941-8336
http://www.holsc.or.jp/

京都工芸繊維大学大学院建築都市保存再生学コース
保存再生学特別研究会
近代文化遺産における活用の意味
を考える
2/18

建築都市保存再生学コースの過去3年間の取
り組みの総括として、オランダよりお招きしたミュ
ルス氏、金野氏や中川教授とともに国外事例
や文化財保護法改正の動きも視野に入れなが
ら、歴史遺産の「活用」とはどうあるべきなのか
を改めて議論します。
日時　2月18日（日）　13：30～18：00
会場　京都工芸繊維大学60周年記念館2階
　　　大セミナー室
　　　京都市左京区松ヶ崎橋上町1
定員　90名
入場　無料（申込不要、当日先着順）
講師　ポール・ミュルス（Paul Meurs/STEEN

HUISMEURS主宰/元オランダ・デルフ
ト工科大学教授）

　　　金野幸雄（一般社団法人ノオト代表理事）
　　　中川理（京都工芸繊維大学教授）
問合　京都工芸繊維大学 KYOTO Design Lab
http://www.d-lab.kit.ac.jp/
Facebook:KYOTO Design Lab/
Twitter:@kyotodesignlab

「鋼構造座屈設計指針」改定講習会
（大阪開催）

3/2

座屈現象そのものを今までよりも広い視野で観
察し記述された「鋼構造座屈設計指針」の改
定版の講習会です。
主催　（一社）日本建築学会構造委員会
　　　鋼構造運営委員会
日時　3月2日（金）　10：30～16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　150名
受講料　本会会員14,000円 （テキスト代含）
　　　　テキスト「鋼構造座屈設計指針」
問合　（一社）日本建築学会近畿支部 
　　　Tel.06-6443-0538
http://www.aij.or.jp/

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATION の詳細につきましては本会ホームページに掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

大阪府ヘリテージマネージャー・ス
テップアップ講座
第1回2/12　CPD4単位（予定）
第2回3/10　CPD3単位（予定）

ヘリテージマネージャーのスキルをステップアッ
プしていただく講座を2回実施します。
各回共ヘリテージマネージャー育成講座修
了者の受付を優先しますが、ヘリテージマネー
ジャー以外の方も受講可能です。
▼第1回
第1回は、過疎化・少子高齢化により、地域の
衰退が懸念されている中、文化財を保護し、活
用することが、個性あふれる地域づくりの礎とな
ることが考えられ、文化財を活かしたまちづくり
のアイデアを提供する講座です。
日時　2月12日（月・休）　13：30～17：00
場所　大阪府建築士会会議室
内容　地域の持続性に歴史文化を活かす
講師　村上裕道（兵庫県教育委員会参与他）

▼第2回
第2回は、大阪を拠点として活躍した建築家：木
子七郎（きごしちろう）の功績に着目して、現存
する文化財建築について知識を深めます。木
子七郎自邸を調査された山形政昭氏に解説い
ただきます。
日時　3月10日（土）　13：00～16：00
場所　大阪府建築士会会議室
　　　木子七郎自邸（中央区十二軒町）
内容　座学の後、現地見学会
講師　山形政昭（大阪芸術大学教授）

定員（各回共通）　40名（申込先着順）
受講料（各回共通）

会員、ヘリテージマネージャー1,000円
会員外2,000円（当日徴収します。）

平成29年度文化遺産総合活用推進事業
「文化財の活用を通じて保存を学ぶ」
2/17・3/17

歴史的建造物を会場に設定し、その保存と活
用についてお話を伺い、実践的な経験を積むこ
とで、文化財の活用を通じた保存活動ができる
力を養います。
少彦名神社では受講の皆様に書道体験をして
いただきます。
日程　①2月17日（土） 少彦名神社（書道体験）
　　　②3月17日（土） 中之島図書館
時間　各回共13時～16時
場所　上記登録文化財・重要文化財
※開催場所・集合時間は、「参加証」によりご
　案内します。
定員　各回30名（申込先着順）
※申込みはヘリテージマネージャー受講生優先。
参加費　各回会員2,000円  会員外2,500円

建築士法にもとづく建築技術講習会
早わかり「省エネモデル建物法」に
よる入力シート作成解説
2/20　CPD2単位

省エネ基準への適合の可否を判断するために
は、国立研究開発法人建築研究所HPの詳細
計算プログラム「エネルギー消費性能計算プ
ログラム」（標準入力法）と簡易計算プログラム

「モデル建物法」のいずれかを用いて計算を行
う必要があります。
現在、簡易なモデル建物法が広く一般に用い
られるため、同プログラムへの対応・習熟が必
要不可欠です。
本講習会は、モデル建物法を用いて、省エネ計
算を行う上で必要な建物外皮性能計算のため
の空調設備データ入力手順を、事例を用いてわ
かりやすく短時間で解説する初心者向け講習
です。
日時　2月20日（火）　13：55～16：00
会場　大阪府建築健保会館
定員　120名（定員に達し次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外7,000円

建築士法にもとづく建築技術講習会
あそび創造広場「TSURUMIこども
ホスピス（TCH）」見学
3/16　CPD3単位

あそび創造広場TSURUMIこどもホスピスは、
病院や福祉施設ではなく、民間団体等からの
寄付金により運営されている、日本初のコミュニ
ティ型こどもホスピスで、本年度の大阪まちなみ
賞奨励賞を受賞しました。
見学会では、ホスピスを構想し代表理事を務め
る高場秀樹様と、設計を担当した出口亮様に
よる解説の後、建物を見学させていただきます。
日時　3月16日（金）　13：30～16：30
会場　あそび創造広場
　　　TSURUMIこどもホスピス
定員　30名（定員に達し次第締切）
受講料　会員4,000円
　　　　後援団体会員5,000円
　　　　上記会員外6,000円

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習2/26　CPD5単位

平成28年6月に宅地建物取引業法が一部改
正され、平成30年4月から既存住宅の売買時に

「既存住宅状況調査」の説明が義務付けられ
ます。調査の実施は、登録機関の講習を修了し
た建築士のみに認められ、新たな建築士業務と
なりますので、ぜひ受講ください。
<新規講習>
日時　2月26日（月）　10：00～17：50
会場　大阪府建築健保会館
定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込21,060円
　　　　郵送申込21,600円
<申込方法>
日本建築士会連合会HPよりお申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/

大阪府知事指定講習
平成29年度既存木造住宅の耐震
診断・改修講習会《一般診断法》
2/9　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。）
日程　2月9日（金）
時間　10：00～15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　100名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）

平成29年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
2/15、3/7　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であり、
建築に特化したテキストを使用し、経験豊富な
ベテラン技術者の講師による解説と映像で、実
務に役立つ情報を提供します。監理技術者以
外の建築士や技術者の方も受講が可能です。
日程　2月15日（木）、3月7日（水）
時間　8：55～17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み 9,500円
　　　　郵送申込み 10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページよ 
　　　りお申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

建築士法にもとづく建築技術講習会
実務者のための設計・監理契約書
講習会
2/16　CPD3単位

建築士法の一部改正に対応するため、四会連
合協定建築設計・監理等業務委託契約書類
が改正され、新たに小規模向けの契約書類が
発行されました。また、四会契約約款の解説書
も合わせて改正され、一般向けと小規模向けの
それぞれが平成28年9月に発行されました。こ
の新しい解説書をテキストとして、契約の重要
性、約款の内容などを学習することを目的とした
講習会を開催いたします。
日時　2月16日（金）　13：15～16：50
会場　大阪府建築士会会議室
定員　60名（定員に達し次第締切）
受講料　会員3,000円
　　　　後援団体会員4,000円
　　　　上記会員外4,500円
テキスト　一般向け編テキスト4,500円
　　　　　小規模向け編テキスト2,500円

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成29年度建築士定期講習
3/26、3/30　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
26年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず受講して
ください。
日程・会場
　3/26（月）　大阪国際会議場
　　　　　　 定員300名  会場コード5C-06
　3/30（金）　大阪府建築健保会館
　　　　　　 定員90名  会場コード5C-56
時間　9：25～17：00
申込書必着日　3/26（月）講習：2/19（月）
　　　　　　　3/30（金）講習：2/23（金）
※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局
建築技術教育普及センターHPにてWEB申
込みも可能となりました。
https://jaeictkosyu.jp/jaeikikosyu/

Sponsorship
建築士会からのお知らせ



2018.02  建築人 6

山下府住宅まちづくり部長、田中大阪市
副市長から知事・市長の祝辞をいただい
た後、本会の岡本会長が加わり表彰状の
授与、審査委員長の久近畿大学教授から
審査講評がありました。
審査講評等の詳細は本誌14～17ページ、
及びホームページをご覧ください。

大阪急性期・総合医療センターと昨年 9
月に締結した「大阪急性期・総合医療セ
ンターの応急危険度判定に関する協定」
に基づき作成した「判定実施マニュアル」
の説明会を 1 月 17 日に行いました。
説明会には、医療センターの木田施設保
全グループリーダー及び災害医療活動担
当の西ドクターにご出席いただき、本会
は、協力いただける地元の大阪南地域を
中心とした大阪市内に在住の 47 名の判定
士の内、20 名の判定士が出席されました。
判定マニュアルでは、発災後 2 時間以内
に医療センターへ参集し、病院職員と協
力して 6 棟の病院施設の判定活動を行い
ます。特に病棟のある中央館は、12 階
建て延床面積は約 15,000㎡と規模が大き
いため、判定には専門性と病院職員との
連携とが必要となります。
説明会では能勢建築構造研究所の横田理
事から、高層建築物の判定方法を解説い
ただきました。また、西ドクターから 2
月 17 日に医療センターが実施する「災害
医療活動訓練」時に併せて、現地におい
て応急危険度判定訓練実施の提案があり、
本会判定士も参加することとしました。
今後、BCPの観点から医療センターの
耐震安全性の確認や判定訓練などを通
じ、平時における医療センターとの連携
を深める方針です。

坂 氏は 1957 年 東
京生まれで、クー
パー・ユニオン建
築学部（ニューヨー
ク）をご卒業され、
磯崎新アトリエ勤

務後、坂茂建築設計を設立されました。
坂氏は、紙管・コンテナなどを利用した
建築や災害支援活動で海外でも広く知ら
れますが、ポンピドーセンター・メスを
はじめとする美術館、駅舎、学校施設な
ど多くの作品を世界中で手がけられてい
ます。また、1996 年吉岡賞、2009 年日
本建築学会賞、2014 年には建築分野の国
際的な賞であるプリツカー建築賞、2014
年フランス芸術文化勲章（コマンドゥー
ル）、2015 年朝日賞、2017 年紫綬褒章及
び日本人初受章となるマザー・テレサ社
会正義賞などの数々の賞を受賞され、現
在最も活躍している建築家のお一人です。
なお、定時総会のご案内は、4 月及び 5
月号の建築人に同封する予定です。

平成 29 年度大阪都市景観建築賞（大阪
まちなみ賞）の表彰式を 1 月 16 日に大
阪市天王寺区役所で行いました。
本年度は審査対象 60 件から、一次審査で
12 件を選出し、現地審査による二次審査
を行い、最終審査を経て入賞作品を決定
しました。入賞されたのは、知事賞「ダ
イキン工業テクノロジー・イノベーショ
ンセンター」、大阪市長賞「新ダイビル」、
審査員特別賞「枚方 T-SITE」、緑化賞

「てんしば」、建築サイン・アート賞「太
陽工業事務所・太陽工業御陵通給油所」
及び奨励賞 5 作品が受賞されました。

12/ 26 大阪府土地収用委員会
1/ 4 在阪建築 15 団体新年交礼会
1/ 5 日刊建設工業新聞社賀詞交歓会
1/ 9 総務企画委員会（連合会）
1/ 11 日本建築材料協会賀詞交歓会
1/ 12 役員候補者選考委員会
1/ 12 運営委員会
1/ 16 大阪府収用委員会

  大阪都市景観建築賞表彰式
1/ 17 理事会・正副会長会議

  医療センター応急判定説明会
1/ 18 国際委員会･正副会長会議（連合会）
1/ 19 理事会（連合会）
1/ 22 大阪府宅地建物取引業協会式典
1/ 23 大阪府建築士事務所協会新年会
1/ 24 全日本不動産協会役員との懇談会

※連合会：（公社）日本建築士会連合会

今年 5 月の定時総会の時点で、本会役員
47 名の内、21 名が 2 年の任期満了、1
名が辞任されるため、次期の新役員候補
者を選出する選考委員会を 1 月 12 日に
開催しました。
委員会では、本会役員としての資質を備
えると共に、会員の声を運営に反映でき
るよう、幅広い建築専門分野から選出す
ること等を基本に、1 期目任期満了者 14
名の 2 期目継続と、会長及び各委員会か
ら新たに推薦を受けた 9 名の正会員を対
象に選考しました。
その結果、理事候補者 21 名、監事候補者
1 名を選出し、1 月度理事会でこれらの候
補者を総会に諮ることが承認されました。
理事・監事候補者の詳細につきましては、
5 月の建築人に同封する定時総会議案書
で会員の皆様にお知らせします。

平成 30 年 5 月 23 日（水）の定時総会の
記念講演講師を坂茂氏（坂茂建築設計）
にご承諾いただきました。

動静レポート

静岡県富士山世界遺産センター（撮影者：平井広行）

説明会の様子

会長動静

大阪まちなみ賞
入選の 10 作品を表彰

建築表彰委員会

30 年度の本会役員候補者を選出

運営委員会

坂茂氏
総会の記念講演講師に決定

運営委員会

大阪急性期・総合医療センターの
応急危険度判定説明会

社会貢献委員会
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昨年 11 月 22 日（水）に、鑑定業務支援
分科会企画の「建築紛争セミナー 2」が、
大阪弁護士会館にて開催されました。
このセミナーは、大阪府建築士会と大阪
弁護士会の共催で、今回のテーマは「追
加・変更工事 紛争と解決」でした。
追加・変更工事に関する論点整理からは
じまり、建物取得時の契約とその内容や
裁判実例などが報告されました。パネル
ディスカッションでは、施主側・業者側
の事情やトラブルになる理由や事例、建
築士・弁護士それぞれの立場からのお話
などが聞け、とても参考になりました。
追加変更工事が発生した際には、内容や
費用の増減を合意してから工事を進める
ことがベストだという事は理解できます
が、工程に影響することなく手続きを
行っていくことは難しいと思います。
セミナーでも話が出ていましたが、施主

建築士の会「北河内」と「みしま野」が
協同企画した「西国街道・長岡京歴史散
策」に参加しました。当日は小春日和の
中、旧長岡京を中心としたエリアを散
策しました。因みに JR 長岡京駅は 1995
年（平成 7 年）に旧「神足駅（こうたり
えき）」を改称した駅です。
旧駅名の「神足」と言う名前が冠せられ
た神社「神足神社」に向かいました。当
神社は、「延喜式」にも名前を列せられ
た式内社です。創建などの由来は不明瞭
ですが、静かな境内に立つと、本殿の凛
とした佇まいが、神社本来の風格を想起
させてくれます。神社を後に、勝竜寺

（しょうりゅうじ）城跡に向かいました。
敷地内をボランティアガイドが案内して
くれました。勝竜寺城は、細川護煕元首
相の先祖が築城しました。また、本能寺
の変を起こした明智光秀が、山崎の合戦
で敗れた後、一次落ち延びたのもこの城

Topics

と施工業者の良好な関係が、トラブルに
発展してから実は、追加・変更した工事
があって、業者が増額分の支払いを主張
してくることもあるようです。
私の経験からも工事中は、「サービスで
す」、「迷惑をかけた代償に無償で対応し
ます」、「中止（又は減少）した工事と差
し引きすれば増減はありません」などと
説明していたのに、トラブルになったと
たんに費用を請求してくるという事例が
ありました。この場合、施主は「増減が
ない（無償である）」事も確認・合意し

で、明智光秀の三女、後の細川ガラシャ
である明智玉が細川忠興の元に輿入れし
た時に入ったのも、この勝龍寺城です。
身近な場所で歴史が動いていたと考えれ
ば、感慨深いものがあります。城を後に、
西国街道沿いの神足ふれあい町家（旧石
田家住宅）、神足石仏群、与市兵衛の墓と
呼ばれる供養塔、中野家住宅を見て回り
ました。住宅は改装されて利活用された
町家もあり、早期の修繕が望まれるもの
もあります。我々建築士が社会貢献でき
る範疇は、まだまだ際限なくあることを
実感しました。そろそろ足も疲れてきた
頃、恵解山古墳（いげのやまこふん）に着
きました。恵解山古墳は前方後円墳。古
墳は整備後、レプリカの埴輪が並べられ、
葺石が一部分再現されており、創建当時
の土木技術の一端を垣間見られました。
最後はサントリー京都ブルワリーへ行き
ました。麦芽とホップの香りを楽しみな

て記録しておかないといけないという事
になれば、施主としても注意が必要です。
建築工事では、追加変更工事が存在しな
いものはないと言っても過言ではないと
思います。今回のセミナーを聞いている
と、それがトラブルになるかならないか
は紙一重で、誰にでも起こりうることだ
と実感しました。
最後に、個人的には、工事が途中で中断
し、紛争になった事例（出来高精算など）
も興味があります。
次回のセミナーも期待しています。

がらのビール工場を見学。工場や設備の
規模に驚くと共に、見学通路が生産ライ
ンに被らない様に、しかも見学者にも充
分に満足感を与えられる様に整備されて
いることに感心して、今回の見学会を終
えました。

「西国街道・長岡京歴史散策」に参加して
日程：平成 29 年 11 月 25 日（土）　　会場：勝竜寺城跡、恵解山古墳他　　参加者：13 名

神保　勲（地域分科会委員）

「建築紛争セミナー 2」に参加して
日程：平成 29 年 11 月 22 日（水）　　会場：大阪弁護士会館　　参加者：120 名（建築士 45 名、弁護士 75 名）

藤原清貴（被災支援分科会委員）
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Gallery 建築作品紹介 GLP吹田 設計：竹中工務店（意匠・設備）
施工：竹中工務店

国内最大級の規模を誇る GLP のフラッグシップとして、「次世代型
SMART 物流施設の創造」をコンセプトに、BCP・環境配慮・立地配慮・
サステナブル・快適性、これら 5 つのキーワードに基づき、従来の典型
的な郊外立地型と異なる、都市立地型物流施設として創り込みを行った。
周辺環境との調和・融合や記憶の継承を意図したランドスケープへの取
り組み、先進性ある省エネ・省 CO2 技術の導入、フル PC スケルトンの
機能美を追求した物流エリア、従業員のアメニティに配慮したインテリア、 
LEED GOLD や ABINC（いきもの共生事業所認証）の環境認証の取得
など、次世代をリードする最先端施設の創造を追求した。　（秦　敏彦）

構造設計：デロイト トー
　　　　　マツ PRS
所 在 地：大阪府吹田市
用　　途：物流倉庫
竣　　工：2017.08
構造規模：PC 免震造
　　　　　地上 4 階建
敷地面積：75,064.53㎡
建築面積：42,803.60㎡
延床面積：165,235.83㎡
写　　真：古川泰造
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Gallery 建築作品紹介

無脈動・定量移送を実現する回転式一軸ねじポンプを製造するメーカー
の創業50周年記念事業の一環として滋賀事業所内に新設された常設展示
場である。精密部品からなる製品と環境ISOに取り組む企業にふさわし
い精緻な表現、環境建築を目指した。遮光や除雪に効果ある深い庇とダ
イキャストブラケットを使用したガラスルーバーで水平線を強調する一
方、北陸自動車道からのアイストップとしてコーナーにシリンダー状の
ガラス面を設け企業のアイデンティティを表現した。中層部は産業用途
別の製品展示スペースをスパイラルアップする空間で構成し、上層部は
執務フロアや応接スペースを配置し、湖北の山並みが展望できる空間と
した。冷房は地下水を利用循環させることでZEBへの取組みを進めた。

所 在 地：滋賀県長浜市
用　　途：展示場、事務所
竣　　工：2017.05
構造規模：Ｓ造　5 階
敷地面積：21,419㎡
　　　　　（事業所全体）
建築面積：879.24㎡
延床面積：3,239.53㎡
写　　真：堺谷一志

兵神装備プロダクトスクエア 設計：徳岡設計
施工：岐建
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Gallery 建築作品紹介

庭を主体とする平屋の二世帯住宅である。雁行型のプランとしてそれぞ
れの室が庭に面するように配置した。また中庭、プール、トップライト
等のボキャブラリーも多用して機能と快適性を求めている。素材として
のコンクリート、木、石、漆喰により構成されクライアントの希望のイ
メージに答えた。夫婦共研究職と教職につかれ多忙な日々を送っている
中でたまの休日に行くトレッキングで森と温泉宿に癒され、そのイメー
ジで棲家をつくりたいとのことであった。後は森のようになる庭を、夜
ライトアップして室から眺めるのがクライアントの夢である。時を経て
棲家と共につくっていくことになると思う。　　　　　　　（楠本菊實）

所 在 地：近畿
用　　途：専用住宅
竣　　工：2017.05
構造規模：RC造一部木造
敷地面積：1,297.23㎡
建築面積：559.93㎡
延床面積：479.69㎡
写　　真：杉野　圭

Y , project 設計：楠本菊實 / Ks ARCHITECTS
施工：花谷建設
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︵﹃
近
代
建
築
﹄
一
九
六
四
年
十
一
月

号
︶
で
、
村
野
は
、﹁
工
費
の
点
﹂
も
あ
り
、﹁
と
て

も
タ
イ
ル
な
ん
か
使
い
切
れ
な
い
⋮
﹂
中
で
、﹁
女

子
の
学
校
﹂
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
、﹁
初
め

普
通
の
か
き
落
し
に
し
よ
う
か
と
思
っ
た
ん
で
す

が
少
し
平
面
的
に
過
ぎ
る
﹂
の
で
、﹁
ラ
フ
な
面
﹂
に

す
る
た
め
に
、﹁
ス
タ
ッ
コ
を
ぶ
っ
つ
け
て
上
か
ら

押
え
て
﹂と
い
う
方
法
を
用
い
た
と
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、﹁
エ
ー
ル
大
学
の
サ
ー
リ
ネ
ン
の
や
っ

た
の
が
印
象
に
あ
っ
た
﹂
と
、
直
接
影
響
を
受
け

た
同
時
代
の
建
築
家
の
名
前
も
明
か
し
て
い
た
。

　

そ
の
建
物
と
は
、
エ
ー
ロ
・
サ
ー
リ
ネ
ン
︵
一

九
一
〇
～
六
一
年
︶
の
遺
作
と
な
っ
た
イ
ェ
ー
ル

大
学
の
学
生
寮
︵
一
九
五
八
～
六
二
年
︶
を
指
す

の
だ
ろ
う
。
外
壁
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込

む
型
枠
の
内
側
に
乱
石
を
積
ん
で
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
後
に
表
面
を
荒
ら
す
独
自
の
工
夫
に
よ
っ

て
、
ラ
フ
な
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
が
生
み
出
さ
れ
て

い
た
。
サ
ー
リ
ネ
ン
は
、
こ
の
方
法
に
つ
い
て
、

一
九
六
一
年
八
月
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　
﹁
規
則
性
、
画
一
性
、
標
準
化
、
単
一
部
材
の

繰
り
返
し
︱
近
代
建
築
の
基
本
言
語
と
も
い
う
べ

き
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
は
、
今
わ
れ
わ
れ
が
求
め

て
い
る
多
様
性
や
、
個
性
化
と
は
反
対
の
極
に
あ

る
の
だ
。
面
一
の
平
滑
さ
や
、底
抜
け
の
明
る
さ
、

キ
ラ
キ
ラ
す
る
ア
ル
ミ
や
ガ
ラ
ス
の
輝
き
で
は
、

わ
れ
わ
れ
が
求
め
て
い
る
精
神
は
表
現
で
き
な
い

し
、︵
中
略
︶
お
そ
ら
く
、
ラ
フ
な
テ
ク
ス
チ
ャ
ー

や
、
光
と
陰
の
戯
れ
、
と
い
っ
た
も
の
の
の
な
か

に
あ
る
の
だ
ろ
う
。﹂︵﹃
a
＋
u
﹄
一
九
八
四
年

四
月
臨
時
増
刊
号
﹁
エ
ー
ロ
・
サ
ー
リ
ネ
ン
﹂︶

　

村
野
が
こ
の
文
章
を
読
ん
だ
の
か
は
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
、
画
一
化
と
標
準
化
の
中
で
﹁
多
様

性
﹂
を
急
速
に
失
い
つ
つ
あ
っ
た
近
代
建
築
を
乗

り
越
え
る
新
た
な
方
法
を
模
索
し
て
い
た
サ
ー
リ

ネ
ン
の
姿
勢
に
、
村
野
は
共
感
し
、
大
き
な
刺
激

を
受
け
た
に
違
い
な
い
。﹁
光
と
陰
の
戯
れ
﹂
と

い
う
言
葉
は
、
そ
の
ま
ま
甲
南
女
子
大
学
で
村
野

が
目
指
し
た
も
の
と
重
な
る
。ま
た
そ
の
方
法
は
、

日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
大
学
︵
一
九
六
九
年
︶
へ
と

確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　

幸
い
に
も
、
甲
南
女
子
大
学
は
、
村
野
の
没
後

も
村
野
事
務
所
が
増
改
築
や
講
堂
新
築
な
ど
を
担

当
し
、そ
の
環
境
が
健
全
な
形
で
守
ら
れ
て
き
た
。

学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
の
翌
年
に
は
生
誕
一
三
〇

年
を
迎
え
る
。
時
代
を
超
え
て
そ
の
魅
力
が
継
承

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

学生会館から見た前庭と校舎群

管理棟 2 階から中庭と 3 号館を見る

甲南女子大学　1964 年
気品と肌理の豊かさ漂う白亜の学園

記憶の建築
松隈　洋
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連
載
　
建
築
の
射
程

が
連
携
し
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
を
地
域
レ
ス

ト
ラ
ン
、
高
齢
者
支
援
住
宅
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

な
ど
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
こ
と
、そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
拠
点
に
場
所
と
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
築
き
、
多
様
な
知
恵
を
寄
せ
合
い
な
が
ら
、

福
祉
、
食
、
住
ま
い
の
課
題
解
決
を
試
み
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
働
く

　

二
〇
一
〇
年
に
自
治
会
を
軸
と
す
る
住
人
と

地
域
内
外
の
民
間
組
織
や
大
学
、
行
政
が
協
議

会
を
構
成
し
、﹁
泉
北
ほ
っ
と
け
な
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
﹂
と
名
付
け
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
で
、
地
域
の
空
き
家
や
空
室
を
活
用
し
た

複
数
拠
点
を
整
備
し
、
そ
の
後
は
そ
の
拠
点
を

使
っ
て
活
動
を
広
げ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
活
動

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
西
上
孔
雄
氏
に
よ
る
﹃
建
築
人
﹄
二
〇
一

四
年
九
月
号
の
当
連
載
記
事
に
詳
し
い
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
に
戸
建
て
空
き
家
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
の
﹁
泉

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
宅
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協

議
会
﹂
が
立
ち
上
が
っ
た
︵
写
真
１
︶。
こ
の

協
議
会
で
は
、﹁
泉
北
ス
タ
イ
ル
﹂
と
い
う
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現

し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
た

だ
、﹁
泉
北
ス
タ
イ
ル
﹂
と
い
う
考
え
方
自
体

は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
を
含
ん
で
い
て
、
ひ
と
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
特
に
注
目
し

て
い
る
点
は
、
職
住
一
体
居
住
で
あ
り
、
泉
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
働
こ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

建
て
ら
れ
、
寝
に
帰
る
場
所
だ
っ
た
が
、
そ
こ

で
働
く
と
い
う
こ
と
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
据
え
る

こ
と
で
、
住
宅
地
の
新
し
い
魅
力
が
発
見
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
戸
建
て
住
宅
地
で

は
、
一
〇
〇
坪
前
後
の
敷
地
の
中
に
ゆ
っ
た
り

第
59
回

　

こ
の
た
び
﹁
ほ
っ
と
か
な
い
郊
外
﹂
と
い
う

本
を
つ
く
っ
た
︵
図
１
︶。
こ
の
本
に
は
、
大

阪
に
あ
る
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
﹁
ほ
っ
と

か
な
い
﹂
た
め
の
実
践
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
関
わ
る
人
た
ち
の
個
別
の
想

い
や
行
動
を
書
籍
で
伝
え
た
い
と
う
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
本
に
登
場
し
て
い
る
人
物
は
六
一
名

で
、
関
わ
っ
た
学
生
は
七
八
名
と
な
っ
た
。

　

本
書
に
書
か
れ
て
い
る
取
り
組
み
が
は
じ

ま
っ
た
の
は
二
〇
一
〇
年
で
、
そ
れ
か
ら
七
年

ほ
ど
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
通
っ
て
感
じ
た
こ

と
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
一
人
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
が
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
人
の
立
場
か

ら
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
人
た
ち
が
い

て
、
そ
の
人
た
ち
が
つ
な
が
る
こ
と
で
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
結
果

と
し
て
取
り
組
み
に
自
由
さ
と
面
白
さ
と
力
強

さ
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

取
り
組
み
の
現
場
で
あ
る
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン︵
図
２
︶は
、一
九
六
五
年
に
開
発
が
始
ま
り
、

大
阪
都
心
部
に
通
勤
で
き
る
緑
豊
か
な
郊
外
住

宅
地
と
し
て
人
気
を
集
め
た
。
ピ
ー
ク
時
の
人

口
は
一
六
万
人
を
超
え
た
が
、
ま
ち
開
き
か
ら

約
半
世
紀
を
経
た
現
在
は
高
齢
化
が
進
み
、
総

住
戸
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
る
府
営
住
宅
の
空
室

率
は
約
一
五
％
に
及
ん
で
い
る
。
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
、空
き
家
の
増
加
と
い
う
課
題
は
、

泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
限
ら
ず
、
高
度
経
済
成

長
期
に
開
発
さ
れ
た
日
本
全
国
の
郊
外
住
宅
地

が
共
通
し
て
抱
え
る
課
題
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

の
で
は
な
く
、﹁
ほ
っ
と
か
な
い
﹂
こ
と
で
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
状
況
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
想
い
を
持
っ

た
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
に
小
さ
な
取
り
組
み
を
は

じ
め
た
。﹁
ほ
っ
と
か
な
い
郊
外
﹂
と
し
て
の

具
体
的
な
内
容
は
、
食
、
リ
ハ
ビ
リ
、
建
築
な

ど
の
専
門
家
と
、
地
域
住
民
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ら

2017 年 10 月に「ほっとかない郊外～ニュータウンを次世代につなぐ～」という本が出版されました。ニュー
タウンに限らずこれからのまちづくりの参考になる実践例が紹介されています。この本の著者の一人であ
る小池志保子さんに泉北ニュータウンでの活動やその中で気づいたことについて紹介していただきました。

郊外を「ほっとかない」取り組みの中で気づいた自由さと面白さ

小池　志保子
大阪市立大学大学院生活科学研究科准教授。一級建築士、博士（工学）。
主な受賞：SD レビュー 2009 入選、2009 年芦原義信賞、2011 年ホルシムアワードアジア太平洋地域奨励賞、2011 年グッドデザイン賞サステ
ナブルデザイン賞、2014 年第８回まちづくり優秀賞ほか。主な著書：『いきている長屋』（共著・OMUP・2013）、『図解ニッポン住宅建築―建
築家の空間を読む』（共著・学芸出版社・2008）、『ほっとかない郊外 - ニュータウンを次世代につなぐ』（共著・OMUP・2017）ほか
所属する大阪市立大学生活科学研究科では、泉北ニュータウンでの空き家活用や大阪長屋の再生、オープンナガヤ大阪というオープンハウス
イベントなどに取り組んでいる。

と
し
た
住
宅
が
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
第
一
種

低
層
住
居
専
用
地
域
だ
が
、
そ
こ
に
働
く
と
い

う
要
素
を
入
れ
込
む
こ
と
で
、
ま
ち
の
魅
力
そ

の
も
の
が
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
第

一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
で
は
兼
用
住
宅
を
つ

く
る
こ
と
が
可
能
で
、
延
床
面
積
の
二
分
の
一

未
満
か
つ
五
〇
㎡
以
下
で
あ
れ
ば
店
舗
や
事
務

所
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
前
提
と

し
な
が
ら
、
地
域
に
既
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
い
る
人
た
ち
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、
活
動

的
な
暮
ら
し
を
ま
ち
に
見
え
る
よ
う
に
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
い
る
︵
図
３
︶。

　

例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
計
画
当
初
は
各

団
地
の
中
心
部
に
し
か
商
業
施
設
が
設
け
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
住
宅
地
の
中
に
カ
フ
ェ
や
ち
ょ
っ
と
し
た

シ
ョ
ッ
プ
が
で
き
る
と
、
ま
ち
を
歩
く
範
囲
が

変
わ
っ
て
い
く
。

写真1　泉北ニュータウン住宅リノベーション協議会の会議の様子
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場
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
自
由
で

面
白
い
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
近
日
中
に
﹁
泉

北
ス
タ
イ
ル
の
家
﹂
で
使
え
る
住
宅
ロ
ー
ン
が

生
ま
れ
る
予
定
で
あ
る
。

図4　「リノベ暮らし学校」のちらし写真2　「リノベ暮らし学校」の空き家ツアーの様子。リノベーション案の模型を展示している。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
ぶ

　

一
昨
年
か
ら
は
﹁
リ
ノ
ベ
暮
ら
し
学
校
﹂
が

ス
タ
ー
ト
し
た
︵
図
４
︶。
こ
の
講
座
で
は
、

こ
れ
か
ら
住
ま
い
を
探
し
て
い
る
人
が
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
自
分
の
家
を
つ
く
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
を
学
べ
る
。開
校
し
た
と
き
は
、

ど
の
ぐ
ら
い
参
加
者
が
集
ま
る
の
か
、
結
構
心

配
し
て
い
た
。
結
果
は
、﹁
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
﹂

と
い
う
言
葉
自
体
が
一
般
の
方
に
浸
透
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
、
各
回
盛
況
と
な
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
座
学
に
加
え
て
、
実
物
を
見

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

中
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
住
宅
を
見
学
す

る
バ
ス
ツ
ア
ー
や
空
き
家
の
見
学
会
を
企
画

し
、
住
ま
い
手
や
建
築
家
、
不
動
産
の
専
門
家

と
一
緒
に
ま
ち
の
中
を
巡
っ
た
。
こ
ち
ら
は
す

ぐ
満
員
に
な
る
人
気
だ
っ
た
︵
写
真
２
︶。

　

新
築
で
は
な
く
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
住
ま
い

を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
人
は
、
勉
強
熱

心
な
方
が
多
い
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

　

現
在
も
継
続
的
に
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
関

わ
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
強
く
印
象
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
。ひ
と
つ
は
、

既
成
の
市
街
地
と
は
異
な
り
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

に
は
し
が
ら
み
が
少
な
く
、
全
員
が
活
躍
で
き

る
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
生
、
子

育
て
中
の
人
、
会
社
員
、
自
営
業
の
人
、
リ
タ

イ
ア
し
た
人
な
ど
、
性
別
や
世
代
を
越
え
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
各
自
の
想
い
で
動
い
て
い

る
。
そ
し
て
、
先
例
が
少
な
い
分
、
自
分
た
ち

で
楽
し
み
な
が
ら
、
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図1　書籍『ほっとかない郊外 ニュータウンを次世代につなぐ』
　　　（泉北ほっとかない郊外編集委員会（著）、大阪公立大学共同出版会、2017年）

図3　戸建て住宅をリノベーションして「コーヒーをテイクアウトできるキッチンをつくったら」という大阪市立大学大学院生グループの案

図2　泉北ニュータウンの地図
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高橋　寿太郎
西上　孔雄

別所　慎一
今井　啓文

村上　あさひ
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小池　志保子
＆ more

山本　裕司

講座
概要

中古住宅をリノベーションして住みたい方向けの「はじめるコース」( 参加費 4,000 円 )と

お家での仕事やちょっとしたお商売もしたいと考える方向けの「仕事もはじめるコース」( 参加費 5,000 円 )

の２コースがあります。( 単回でも受講可能です。1,000 円 / 回 )

現場をよく知る若手の建築家や不動産事業者、大阪市立大学教員、デザイナー、お金や起業支援の専門家、

泉北ニュータウンで実際にリノべ暮らしを実践されている方など多彩な顔ぶれです。

申込み
方法

ご参加をご希望の⽅は、下記内容を記⼊の上、メールもしくは FAX でお申込みください。
定員に達した場合は抽選とさせていただきます。(若年夫婦、⼦育て世代を優先します。)

①代表者名 ②参加⼈数・参加者全員の年齢
③ご住所 ④ご連絡先 ( 当⽇連絡が取れる電話・メール )
⑤参加希望講座 ( ご希望のコースをご記⼊下さい )
 A︓はじめるコース（1〜5 回連続）、B︓仕事もはじめるコース (1〜7 回連続 )
 C︓単回コース ( 希望講座⽇をご記⼊下さい )
⑥ツアー参加希望 
( ご希望の⽅は開催⽇・参加⼈数をご記⼊下さい、お⼦様を含め 1 組 4 名までとしております）
7/23( ⼟ )10 時〜 泉北のリノベ住宅をめぐるバスツアー
8/20( ⼟ )13 時〜 リノベーション向きの中古空き物件をめぐるバスツアー
⑦ご参加の理由

堺市建築都市局ニュータウン地域再生室
( 中川 ・ 平井 )　

072-228-7530

お問合せ先

協議会事務局 ( ダン計画研究所　上岡 ・ 岡 )

06-6944-1173

06ｰ6946ｰ9120FAX

Mail

内　　　　容

・ 新築との比較で見る、 リノベ住宅のメリット ・ デメリット

・ ライフスタイルとリノベーションデザイン

・ 居住地としての泉北ニュータウンの魅力

・ 住宅取得におけるお金の考え方とライフプランニング

・ 不動産取引から見た、リノベ住宅の契約から完成・引き渡しまで

・ 自分に合った収納リノベとは？

・ 暮らしをかたちづくる家具

・ 暮らしを開いてまちとつながる

・ 職住一体の住まいの実例紹介

・ 事業プランを考え、 実践するための準備ワークショップ

・ リノベーションの設計は誰に頼めばよいですか？

・ 住宅の耐震、 断熱、 省エネ性能について知ろう

リノベーション住宅をめぐるツアー （10 ： 00～12 ： 00）

・ 家探しチームを作ろう

・ 泉北ニュータウンにおけるお得な中古物件の選び方

リノベーション向きの中古空き物件をめぐるツアー （13 ： 00～15 ： 00）

場　所

堺市
南区役所

堺市
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～
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他

緑豊かな住環境を有する泉北ニュータウンのまちと住まいを、

大切に未来へつないでいくため、NPO や大阪市立大学、地元の建築家、

不動産事業者などが堺市と協力して、リノベーションによる

中古住宅等の流通促進や泉北ニュータウンでのこだわりある

魅力的なくらし「泉北スタイル」の普及をめざして活動しています。

13：00

～

15：00

10：00

～

12：00

コミュニティ・ビジネス

起　業

※初回 2016 年 6 月 13 日 ( 月 )〆切、 2回目以降は各回講座開催の前週金曜日を〆切とします。

出口 紗千子

村上 あさひ

講 座 日

2016年
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建築位置：大阪市北区堂島浜 1-2-1
完成年月：2015 年 3 月
主用途：事務所　商業施設
建築主：ダイビル㈱
設計者：㈱日建設計
施工者：㈱大林組
撮影者：東出清彦写真事務所 ㈲イーストン

〈講評〉村野藤吾設計による「新ダイビル」（1958 年竣工）の建て替
え事業である。旧建物にあった 1000 坪もの屋上樹園を地上に継承
し、地域に開かれた豊かな森をつくり出している点がまずもって注目さ
れる。生物多様性にも配慮されたこの森は、建物側のパブリックスペー
スと一体化するとともに、堂島川側にも拡張されることで、街と敷地と
建物とを有機的につなぐ。建物では、旧建物のイメージを踏襲する水
平を強調した外観デザインが、洗練された都市的ランドスケープを描
く。旧建物の記憶と思想を、緑地や外観といったまちとのインターフェ
イスとして継承、発展させた本事業は、マチュアで高質な大阪の都市
景観を牽引するものといえる。　　　　　　　（審査委員　中嶋節子）

大阪市長賞 新ダイビル

建築位置：枚方市岡東町 12-2
完成年月：2016 年 2 月
主用途：商業施設
建築主：㈱ソウ・ツー
設計者：㈱竹中工務店
施工者：竹中工務店・前田組共同企業体
撮影者：中道　淳

〈講評〉T-SITEのサインを建物と一体化したガラス張りのキュー
ブと組み合わせたこの建物は、時の移ろいを映し街を写す。駅へ急
ぎ散る人々の足を緩める仕掛けはベンチ回りの植栽や屋上から覗く
緑化もその一つです。合理的な駐輪システムで建物の 周りや裏側
もすっきりしている。駅を通過点だけでなく見易い店内の本棚に手
を伸ばし、笑顔と会話がうまれたら、街のリビングとして愛され活
用できる事でしょう。　　　　　　　　　　（審査委員　夏原晃子）

審査員特別賞 枚方 T-SITE

建築位置：摂津市西一津屋 1-1
完成年月：2015 年 11 月
主用途：事務所　研究所
建築主：ダイキン工業㈱
設計者：日建設計・NTTファシリティーズ設計共同企業体
施工者：㈱竹中工務店（建築）　住友林業緑化㈱（植栽）
撮影者：清水向山建築写真事務所

〈講評〉殺伐となりがちな工業地域にあって、地域景観の質向上に
多大な貢献をしている。設備配管や避難階段なども兼ねたスチール
パイプで造られた庇を設置し、横に長いファサードに流れを生みだ
し、近接する淀川・神崎川の流れに呼応させている。また、外構に
植樹された 1,100 本の高木、8,000 本の中木が、地域の緑のシンボル
となり、地域住民にも開放されることで憩いの空間を提供している。

（審査委員長　久　隆浩）

大阪府知事賞 ダイキン工業 テクノロジー・イノベーションセンター
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◆審査総評
　本年の審査対象 60 件（建物 57 件、まち
なみ 3 件）から、例年通り審査資料にもと
づいた 1 次審査で 12 件を選出し、現地審
査による 2 次審査を行った。今年度、大阪
府知事賞、大阪市長賞、審査員特別賞、そ
して緑化賞に選ばれた作品は、いずれも既
存建築物や既存空間の改築・改修物件であ
る。人口減少時代に入り、新たなモノをつ
くる時代から既存のストックを活用する時
代へという都市開発のパラダイム転換がこ
こにもあらわれているといえるのではなか
ろうか。
　大阪市長賞を受賞した新ダイビルは、従
前、建物の屋上に立派な森をつくってお
り、中之島という都心部にあって、都市生
態系を構築する重要な役割を担ってきた。
これを継承するため、今回の建て替えの際
には、工事期間中樹木を箕面市で養生し、

改築後は外構空間に移植を行っている。ま
た、旧建物に設置されていた羊のモニュメ
ントも外構に移設され保存されている。大
阪府知事賞を受賞したダイキン工業テク
ノロジー・イノベーションセンターは、創
業地である摂津市の南部、淀川製作所の
玄関口につくられている。工業系の土地
利用が多いこの地域の景観の質を大きく
向上させることに貢献している。とくに、

「TIC の森」と呼ばれる森には、高木 1,100
本、中木 8,000 本が植えられ、地域住民に
も開放されるなど、地域の緑のシンボルと
なっている。審査員特別賞を受賞した枚方
T-SITE は、近鉄百貨店を核店舗とした再
開発ビルのリノベーションである。商品陳
列のために閉鎖した壁面になりがちな商
業施設にあって、全面ガラスのファサード
にするなど大胆なデザイン変更を行って

おり、駅前の景観
を大きく変貌させ
た。キューブ状に
張り出した複数の
テラスが未来志向
の景観を創り出し
ている。緑化賞を
受賞したてんしば
は、天王寺公園の
エントランス部分の改修である。つくられ
た店舗群が天王寺駅前のにぎわいを巧く
公園へと誘ってくれる。
　改築・改修の際には、既存空間の特性を
継承し、さらに新たな価値を付加する作業
が求められるが、受賞した作品はそれを巧
く行っていた。こうした作品がこれからも
増え、大阪のまちなみが向上していくこと
を期待したい。

◆表彰目的 周辺環境の向上に資し、かつ、景観上優れた建物や建物を中心とするまちなみを表彰することにより、個性と風格のある都市景
観の形成に寄与するとともに、都市景観に対する意識の高揚を図ることを目的とする。

◆対　　象 大阪府域内の建物（平成 24 年 8 月 1 日から平成 28 年 7 月 31 日までに完成したもの）及び建物を中心としたまちなみ（平成
28 年 7 月 31 日までに完成したもの）で、一般の方々から推薦を受けたもの。

◆審査委員　※50音順　審査委員長＊

 指田孝太郎（建築） 下村　泰彦（造園） 中嶋　節子（建築）
 （公社）大阪府建築士会相談役 大阪府立大学大学院人間社会システム科学研究科教授 京都大学大学院人間・環境学研究科教授

 夏原　晃子（デザイン） 久　　隆浩＊（都市計画） 藤本　英子（芸術）
 美術造形デザイナー 近畿大学総合社会学部環境・まちづくり系専攻教授 京都市立芸術大学美術学部デザイン学科教授

 堀　　　洋（報道） 本多　友常（建築）
 産経新聞大阪本社編集局社会部長 （一社）日本建築協会副会長／摂南大学理工学部住環境デザイン学科教授

第37回大阪都市景観建築賞（愛称 大阪まちなみ賞）入賞作品

主催　大阪府・大阪市・（公社）大阪府建築士会・（一社）大阪府建築士事務所協会・（公社）日本建築家協会近畿支部・（一社）日本建築協会

審査委員長　久　隆浩

審査風景
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奨励賞 市立吹田サッカースタジアム 奨励賞 アース環境サービス㈱ 彩都総合研究所T-CUBE

建築位置：茨木市彩都あさぎ 7-1 完成年月：2015 年 10 月
主用途：研究所 建築主：アース環境サービス㈱
設計者：大成建設㈱　 　 施工者：大成建設㈱　 　 撮影者：宮本真治

〈講評〉国際文化公園都市のシンボルゾーンの顔として、駅前から視認性の
高い緑の丘の上に佇む。とかく無表情になりやすい研究施設だが、室内の鮮
やかな色彩がガラス越しにその表情を見せ、赤色がシンボリックなアクセン
トとして、外部の景観にその魅力を見せる。夜の演出はなお見事だ。

（審査委員　藤本英子）

建築位置：吹田市千里万博公園 3-3 完成年月：2015 年 9 月
主用途：観覧場
建築主：スタジアム建設募金団体（発注者）　吹田市（所有者）
設計者：㈱竹中工務店　　 施工者：㈱竹中工務店　　 撮影者：野口兼史

〈講評〉高速道路への導入路が本線に合流する直前に、みどりに囲まれた金
属片に包まれたスタジアムが忽然と立ち現れる。道路線形が生み出す遠心力
による動的な身体感覚と建築がポジティブに出会う稀有な事例であり、新た
な現代的都市空間が生みだされている。　　　　　　（審査委員　本多友常）

建築位置：大阪市住吉区・阿倍野区帝塚山周辺
完成年月：2011 年 9 月・12 月　2012 年 3 月　2013 年 3 月・11 月
主用途：一戸建て住宅
建築主：F・Y 邸　F・M 邸　O 邸　N 邸　S 邸
設計者：㈱ Y's design 建築設計室
施工者：㈱ケイ・アイ・エス　㈱新建築総合
撮影者：平井美行（1 段目左右）　母倉知樹（2 段目左・中）
　　　　　　　　Stirling Elmendorf（2 段目右）
　　　　　　　　（スターリン エルメンドルフ）

奨励賞 帝塚山地域における住宅群

〈講評〉明治大正からの趣を残す「帝塚山」で、
設計事務所設立から 20 年の間に 50 件近い住宅
を作り続けていることにまず驚いた。クライア
ントの信頼が厚い証であろう。審査対象の 5 件
はどれも素材感を生かした端正なデザインで、
小さいながらも通りに対して緑を配し、お隣と
の視線プライバシーにもきめ細やかな配慮があ
る。丁寧で地道なひとつひとつの積み重ねが、
まちなみの景観向上に寄与していることを高く
評価したい。　　　　　（審査委員　指田孝太郎）

審査風景
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建築位置：大阪市天王寺区茶臼山町 115-1の一部
完成年月：2015 年 11 月
主用途：商業施設
建築主：近鉄不動産㈱　　　　　設計者：㈱竹中工務店
施工者：㈱竹中工務店　　　　　撮影者：母倉知樹

〈講評〉自然的な雰囲気や潤いの供給のみならず、賑わい性といっ
た新たな都市公園のあり方が提案されている施設である。エントラ
ンス部分は、分散配置されたカフェやレストランが都市空間と公園
空間とを結ぶ「つなぎ」空間となっている。西に広がる 7000㎡に
も及ぶ広大な芝生広場は、すり鉢上に緩やかな傾斜を持たせること
により、従前のサンクンガーデンのイメージが継承されるとともに、
超高層のハルカスを視認できる重要な引き空間としての役割も果た
している。　　　　　　　　　　　　　　　（審査委員　下村泰彦）

緑化賞 てんしば

建築位置：堺市堺区三条通 1-2
完成年月：2016 年 2 月
主用途：事務所　給油所
建築主：太陽工業㈱　　　　　　設計者：㈱竹中工務店
施工者：㈱竹中工務店　　　　　撮影者：母倉知樹

〈講評〉仁徳天皇陵にも近く住宅街に隣接するガソリンスタンドと
して、特別な施主の想いが実現している好事例である。財団事務所
との一体計画として、オフホワイトの外壁に、力強く段違いに並ぶ
4つの鉄板格子庇があり、その一つだけがブルーの色を持ち、そこ
に店のロゴが入る。低めのポール看板と足元のサインだけで、十分
ガソリンスタンドのブランドは確認出来る。夜間照明も高輝度を避
ける計画で、低木ながら緑化の効果も高い。スタンド業界のサイン
のあり方に、新たな布石となれば幸いだ。　（審査委員　藤本英子）

建築サイン・アート賞 太陽工業事務所・太陽工業御陵通給油所

奨励賞 あそび創造広場 TSURUMIこどもホスピス

建築位置：大阪市鶴見区浜 1-1-77 完成年月：2015 年 12 月
主用途：児童福祉施設等（コミュニティ型こどもホスピス）
建築主：（一社）こどものホスピスプロジェクト
設計者：大成建設㈱　　 施工者：大成建設㈱　　 撮影者：新建築社写真部

〈講評〉三角屋根の建物がリズミカルに弧を描いて並ぶ外観は、視線を捉える
効果がある。施設は難病の子供たちと家族が過ごす場所としてデザインされた。
設計者は病院と自宅しか知らない子供の暮らしを地域社会と交差させる仕掛け
を考えた。その答えが、周辺で暮らす人の目を吸い寄せる建築と、あえて未完
成にした庭だ。この野心的な企みは成功している。　　  （審査委員　堀　洋）

奨励賞 イオンモール堺鉄砲町

建築位置：堺市堺区鉄砲町 1 完成年月：2016 年 2 月
主用途：商業施設 建築主：イオンモール㈱
設計者：㈱竹中工務店 施工者：㈱竹中工務店
撮影者：古川泰造

〈講評〉七道駅側モールでは、稲荷神社や赤レンガ建築が保全され、せせら
ぎや季節感のあるふるさとの森が地域の文化的・自然的景観の保全・創出に
寄与し、国道 26 号側では駐車場緑化、壁面緑化が施され、都市レベルでの
自然的景観の創出に寄与している。　　　　　　　　（審査委員　下村泰彦）
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理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

一
月
十
七
日
︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
二
九
名 

監
事
一
名

︵
１
︶
一
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
一
三
、

七
一
〇
、四
二
二
円
、
支
出
一
五
、二
一
七
、二
三

八
円
、
差
引
△
一
、五
〇
六
、八
一
六
円
で
、
本
年

度
累
計
の
収
支
差
引
二
〇
、五
五
九
、三
〇
九
円
を

報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
収
支
決
算
は
約
二
九
〇
万
円
の
黒
字
決
算

に
な
る
見
込
み
で
す
。会
費
収
入
は
予
算
収
入
定
員

に
達
し
ま
し
た
。研
修
活
動
で
は
、定
期
講
習
は
今
後

四
回
の
講
習
会
で
七
割
の
受
講
が
見
込
め
る
と
し
て

約
八
〇
万
円
の
対
予
算
増
。耐
震
診
断
改
修
講
習
及

び
監
理
技
術
者
講
習
は
大
幅
な
受
講
者
減
少
に
よ
り

減
収
傾
向
で
す
。事
業
活
動
で
は
、大
阪
市
高
齢
者
住

宅
改
修
費
給
付
事
業
の
審
査
業
務
は
、審
査
件
数
が

予
定
の一／
二
程
度
で
す
が
二
〇
万
円
程
度
の
黒
字
に

な
る
見
込
み
で
す
。建
築
情
報
活
動
で
は
、建
築
人
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
及
び
Ｄ
Ｍ
が
増
加
し
て
お
り
、約
八
〇
万

円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。社
会
貢
献
活
動
で

は
、既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習
の
収
支
差
額

が
予
算
額
を
約
二
九
〇
万
円
上
回
り
好
調
で
す
。

︵
２
︶
三
〇
年
度
の
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る

役
員
候
補
者
の
選
考
を
行
い
ま
し
た
。

一
期
目
任
期
を
満
了
す
る
理
事
一
三
名
及
び
監
事

一
名
に
は
、
二
期
目
の
留
任
を
依
頼
し
ま
す
。
二

期
目
以
上
の
任
期
を
満
了
す
る
理
事
七
名
及
び

二
九
・
三
〇
年
度
任
期
中
の
辞
任
理
事
一
名
の
計
八

名
が
退
任
し
ま
す
が
、
会
長
及
び
委
員
会
か
ら
推

薦
を
受
け
た
新
た
な
候
補
者
か
ら
七
名
、
二
期
目

満
了
の
理
事
一
名
に
三
期
目
を
依
頼
す
る
こ
と
で

計
八
名
の
新
任
理
事
候
補
者
を
選
定
し
ま
し
た
。

以
上
の
選
考
結
果
を
理
事
会
で
報
告
し
、
五
月
の

定
時
総
会
に
諮
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
相
談
室
か
ら 

二
十
二

　
　
　

回
答
に
困
る
相
談

文　

橋
本
頼
幸

　

電
話
相
談
で
は
技
術
的
な
相
談
に
限
ら
ず
ト
ラ

ブ
ル
や
疑
問
な
ど
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、相
談
の
仕
方
が
悪
い
の
か
、相
談
の
中

身
自
体
が
そ
も
そ
も
怪
し
い
の
か
、答
え
に
困
る
相
談

と
い
う
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

床
が
ふ
わ
ふ
わ
す
る

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
室
内
の
じ
ゅ
う
た
ん
と
畳
の
部
屋
を
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
に
変
え
る
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
。業
者
か

ら
は
管
理
組
合
の
決
ま
り
で
Ｌ
40
等
級
の
も
の
を
使

わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、多
少
ふ
わ
ふ
わ
す
る
と
い
わ

れ
て
い
た
が
、実
際
に
で
き
て
み
る
と
思
っ
た
以
上
に
ふ

わ
ふ
わ
す
る
。場
所
に
よ
っ
て
ふ
わ
ふ
わ
す
る
具
合
も

異
な
り
施
工
不
良
で
は
な
い
か
？
業
者
か
ら
は
ど
う

し
て
も
だ
め
な
ら
じ
ゅ
う
た
ん
と
畳
に
戻
す
し
か
無
い

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、そ
の
場
合
の
費
用
は
こ
ち
ら
で

負
担
し
な
い
と
い
け
な
い
の
か
？

誰
の
責
任
？

　

Ｌ
40
仕
様
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
が
ふ
わ
ふ
わ
す
る
こ
と

は
建
築
関
係
者
で
あ
れ
ば
皆
知
っ
て
い
ま
す
し
、マ
ン

シ
ョ
ン
の
ル
ー
ル
で
そ
う
な
っ
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き

る
と
思
い
ま
す
。同
じ
室
内
で
も
場
所
に
よ
っ
て
沈
み

込
む
量
が
異
な
る
の
も
説
明
が
で
き
ま
す
の
で
、直
ち

に
施
工
不
良
と
は
言
い
切
れ
な
い
で
し
ょ
う
。業
者
の

説
明
不
足
な
の
か
、相
談
者
の
理
解
不
足
な
の
か
、電

話
で
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
し
、有
料
の
現
地
相
談
を

使
っ
て
費
用
に
見
合
っ
た
効
果
が
出
る
案
件
で
も
な
い

で
し
ょ
う
。結
果﹁
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
相
談
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
﹂と
い
う
相
談
記
録
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

相
談
事
項
に
関
連
性
が
あ
る
の
か
無
い
の
か

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に
亀
裂
が
入
っ
た
。六
年
目
な

の
で
保
証
期
間
外
と
い
わ
れ
た
。ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
中

央
が
た
わ
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
、建
具
が
外
せ
ず
電
化

製
品
を
搬
入
で
き
な
か
っ
た
。

相
談
と
い
う
よ
り
・
・
・

　
一
人
の
相
談
者
の
同
一
相
談
で
す
が
、相
談
と
い
う

よ
り
愚
痴
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。六
年
経
っ
た
キ
ッ

チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
亀
裂
は
直
ち
に
施
工
の
問
題
を
疑

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、窓
サ
ッ
シ
の
中
央
が
た
わ

ん
で
い
る
こ
と
と
因
果
関
係
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。サ
ッ
シ

の
中
央
が
た
わ
ん
で
建
具
が
外
せ
な
い
程
度
だ
と
窓
の

開
け
閉
め
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
し
、家
電

を
入
れ
よ
う
と
す
る
窓
で
あ
れ
ば
そ
れ
な
り
に
大
き

な
窓
で
し
ょ
う
か
ら
生
活
に
支
障
が
発
生
し
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。担
当
相
談
者
は
真
摯
に
回
答
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、着
地
点
が
見
え
な
い
相
談
の
一
つ
で
す
。

夜
に
な
る
と
知
ら
な
い
人
が
家
へ
入
っ
て
く
る

　

夜
に
な
る
と
知
ら
な
い
人
が
入
っ
て
き
て
二
階
へ
く

る
。私
は
何
か
で
毎
日
監
視
さ
れ
て
い
る
。警
察
に
連

絡
を
し
て
も
来
て
く
れ
な
い
。家
の
中
に
他
人
が
入

ら
な
い
よ
う
に
工
事
を
し
た
い
。

意
外
と
少
な
く
な
い
こ
の
手
の
相
談

　

こ
の
手
の
明
ら
か
に
お
か
し
な
相
談
も
意
外
と
あ

り
ま
す
。い
つ
も
誰
か
に
つ
け
ら
れ
て
、狙
わ
れ
て
い
る
。

一
階
と
二
階
の
間
に
住
ん
で
い
る
人
が
い
る
。な
ど
の

相
談
は
昔
か
ら
時
々
あ
り
ま
す
。こ
の
手
の
相
談
者
に

も
あ
る
程
度
話
を
聞
い
た
上
で
適
当
な
と
こ
ろ
で
電

話
を
切
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
図
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。相

談
記
録
で
は﹁
他
人
が
住
ん
で
い
る
の
は
問
題
な
の
で

警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。我
々
建
築
士
で
は
対

応
で
き
ま
せ
ん
。屋
根
に
登
っ
て
入
っ
て
き
て
い
る
よ
う

で
あ
れ
ば
工
事
業
者
に
入
れ
な
い
よ
う
に
工
事
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
﹂と
回
答
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

あ
る
程
度
聞
い
て
あ
げ
る
ほ
か
な
い

　

回
答
に
困
る
相
談
で
も
あ
る
程
度
聞
い
て
あ
げ
る

ほ
か
な
く
、と
き
に
は
技
術
的
な
相
談
を
す
る
立
場

で
は
な
く
、井
戸
端
会
議
や
単
な
る
茶
飲
み
友
達
の

よ
う
な
感
じ
に
な
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　委員長　　　飯田英二

　　　　編集人代表　荒木公樹

　　　　編集人　　　河合哲夫　　北　聖志

　　　　　　　　　　黒川祐樹　　曽我部千鶴美

　　　　　　　　　　橋本頼幸　　丸子勇人

　　　　　　　　　　牧野隆義　　茂籠一之

　　　　事務局　　　山本茂樹　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

　
　
編
集
後
記
　
　
　
　
　
　
　  

黒
川
祐
樹

　

雑
誌
や
ｗ
ｅ
ｂ
等
で
様
々
な
分
野
に
お
け
る
一

〇
年
後
、
二
〇
年
後
の
社
会
の
変
化
と
予
測
に
つ

い
て
の
記
事
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
そ
の
社
会
変

化
の
事
例
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
に
伴
う
効
率
化
や
利
便
性
の
向
上
、

少
子
化
や
超
高
齢
化
に
よ
る
社
会
的
課
題
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
等
の
技
術
革
新
、
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

等
の
新
た
な
経
済
活
動
の
在
り
方
等
、
枚
挙
に
い

と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
資
本
主
義
の
終
焉

や
脱
成
長
社
会
、
循
環
型
社
会
等
こ
れ
か
ら
の
社

会
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
多
く
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
の
中
で
建
築
士
の
役

割
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
、
も
し
く

は
変
わ
ら
ず
に
い
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

建
築
や
都
市
の
ハ
ー
ド
面
の
み
で
解
決
で
き
る

問
題
は
ど
う
し
て
も
限
ら
れ
ま
す
。
私
自
身
も
考

え
始
め
た
ば
か
り
で
ま
だ
答
え
を
持
ち
あ
わ
せ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
事
業
の
川
上
部
分
で
の
多
様
な

分
野
の
方
々
と
の
協
働
が
欠
か
せ
な
く
な
り
、
そ

の
関
係
の
中
で
建
築
士
の
果
た
す
べ
き
役
割
も
そ

の
都
度
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。

　

皆
様
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？





建築人 No.644  平成30年2月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

2018

建
築
人 

2

新ダイビル　日建設計

　堂島川北岸に位置する旧・新ダイビルの建替え計画。屋上緑
化の先駆けである旧ビル屋上樹苑を継承し、ビル足元に厚みあ
る1000坪の緑地「堂島の杜」を計画。旧樹苑からの移植も行
い、樹種に彩りを加え、都心に大きな自然の潤いをもたらした。
その豊かな緑の景と中之島を望む恵まれた眺望を最大限に取り
込みながら、落ち着いた中之島の景観と呼応する、石貼りの大
庇が力強く積層する構成を内外に表現した。庇は太陽高度に応
じ南北1.8ｍ、東西3.2ｍの出を持ち、日差しを合理的にカット
し空調負荷削減にも大きく寄与する。この庇とアウトフレーム
構造・フルハイトガラスの組み合わせにより、オフィスからは堂
島川を望むビユーが日射に邪魔されずパノラマで広がる。また
エレベーターのガラスシャフト化により、コアからの眺望も享受
できる360°開放型オフィスとしている。エントランスホールは
床・壁・天井仕上げが内外に相互貫入し、緑に包まれた杜の中
にいるような空気感で人々を迎え入れる。環境・BCP面での最
新スペックを備えながら、光・風・緑に満ちた場の展開と内外の
繋がりを強く意識し、知的活動の場として高い快適性を持つオ
フィスの実現を目指した。

撮影：東出清彦写真事務所 ㈲イーストン
第37回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
勝山 太郎（かつやま たろう）
1965年京都府生まれ。
1990年早稲田大学大学院理工学研究
科卒業、1990年日建設計入社。
現在、同社設計部門理事・グループマ
ネージャー・設計部長。

■建物データ
設　　計：日建設計
施　　工：大林組
所 在 地：大阪市北区堂島浜1-2-1
用　　途：事務所・店舗・駐車場
竣　　工：2015年3月
構造規模：S・SRC・RC造
敷地面積：8,426.76㎡
建築面積：3,084.38㎡
延床面積：77,388.49㎡


